
 地 域 の 活 動 事 例 
 

団体名 東六郷一丁目町会 

テーマ 「災害時要援護者」支援体制の整備と居住外国人への防災の取り組みについて 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○支援体制の立ち上げ 

① 町内全域への啓発活動 

   災害時要配慮者支援名簿が存在しなかった時期から、町会の各班長を中心とし、要

配慮者の方々に対する個別訪問を実施し、身体状況、家庭の状況、有事の際に支援を

してくれる人は誰かといった調査・把握に努めてきた。 

 調査結果を基に、要配慮者の方々に対する救助者を選定し、誰がどのようにどうい

った手段で救助するのか等を決定していき、同時に要配慮者の方々の名簿を独自に作

成し活用していく取り組みを実施した。 

 

 

 

（
資
料
１
） 

災
害
弱
者
、
再
度
の
調
査
の
お
願
い 

 

日
頃
は
町
会
運
営
に
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
日
本
の
国
は
長
寿
世
界
一
に
な
り
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
が
、
し
か
し 

高
齢
化
社
会
を
迎
え
高
齢
者
へ
の
対
応
が
問
題
化
さ
れ
て
居
り
ま
す
。 

最
近
、
町
内
で
高
齢
者
を
相
手
の
犯
罪
や
一
人
住
ま
い
の
老
人
の
孤
独
死
な
ど 

取
沙
汰
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

町
会
で
は
平
成
四
年
か
ら
、
災
害
弱
者
の
支
援
活
動
を
進
め
て
お
り
、
軌
道
に
乗
っ

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
毎
年
の
調
査
で
漏
れ
て
い
る
方
が
ま
だ
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。 

再
度
、
災
害
弱
者
の
調
査
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
別
紙
資
料
に 

ご
記
入
の
上
、
町
会
へ
提
出
し
て
頂
く
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

（
記
） 

●
期
日 

平
成
十
七
年
四
月
五
日
ま
で 

 
 
 
 

常
任
理
事
さ
ん
は
地
区
の
班
長
さ
ん
か
ら
期
日
ま
で
に 
 
 
 
 

提
出
頂
き
、
町
会
へ
お
届
け
下
さ
い
。 

  

平
成
十
七
年
三
月
十
九
日 

 
 
 
 
 
 

東
六
郷
一
丁
目
町
会 

会
長 

 

中
島
寿
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

防
災
防
火
部 

 

牧
野
良
治 

 

＊
尚
、
別
紙
救
助
要
員
の
募
集
も
同
時
に
実
施
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、 

 
 

適
任
者
の
推
薦
も
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

常
任
理
事 

 

各
班
長 

 
 

各
位 

（資料３） 

平成１５年９月 東六郷一丁目町会 災害時救護者一覧表（災害弱者）＜一部抜粋＞ 緊急度Ａ（軽）Ｂ（中）Ｃ（重） 

区・班 氏名 年齢 住所 電話 家族構成 状態 記事 緊急度判別 防火診断有無

状況 

１－４ ○△ □○ ８３ 東六郷・・・・ ・・・・ 一人暮し ゆっくり歩行 

正常な判断不

可能 

土日（昼間） 

長男付き添

い 

昼・・Ａ 

 

夜・・Ｂ 

（新） 

１－５ 
□○ ○△ 

８１ 
東六郷・・・・ ・・・・ 夫婦二人

暮し 

ギランバレイ

症候群 

歩行難 

難聴中度 

杖使用 

専用車椅子 

火災報知器有 

昼・・Ｂ 

 

夜・・Ｃ 

特に変わ

りなし 

１－６ 
○○ □□ 

７７ 
東六郷・・・・ ・・・・ 夫婦二人

暮し 

慢性腰痛 

整形外科通院 

（主人の介護

が大変） 

主人の介護 

ヘルパー週 

２回 

昼・・Ｂ 

 

夜・・Ｃ 

特に変わ

りなし 

２－６ 
□□ ○○ 

８４ 
東六郷・・・・ ・・・・ 一人暮し 心臓病 

術後５年 

（日常生活は

不自由なし） 

ヘルパー週３

回 

娘夫婦時々訪

問 

昼・・Ａ 

 

夜・・Ｂ 

特に変わ

りなし 
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② 活動から見えてきた諸課題 

 要配慮者支援名簿が自治会・町会に配布されても、各町会でどのように取り扱えば

良いかノウハウがなく、対応に苦慮している地域が多い。 

 従来から、災害時要援護者対策に取り組んできていた地区においても、以前の一人

暮らし高齢者だけでなく、障害のある方など、その対応に専門的な知見が必要な援護

者も名簿に登載され、対応に苦慮している。 

 また、名簿の配布が始まった初期の頃は、名簿に掲載されている情報と実際の状況

とが相違していることが多かった。現在ではそうした「情報の相違」は、ほとんどな

くなってきているものの、名簿の精度に関しては事あるごとに見直していかなくては

ならない課題であるように思える。 

○居住外国人の参加する防災訓練の取り組み 

昨年町会内で実施した防災訓練では、外国人の

参加者 48名、地震の多発する日本の防災のあり方

を地域の方と共に知ってもらって、「自分の命は自

分で守る」術（すべ）を会得（えとく）してもら

うことを目的として呼びかけを実施した。 

英語、中国語、タガログ語、3か国語のチラシ、

ポスターを作成し、六郷地区外国人の経営する飲

食店、外国人を雇用している企業を訪れ周知、ま

た地域に在住する外国人家庭などにも役員が呼び

かけを行った。 

訓練実施後には、餅つきによる炊出しを実施し、

地域活動への外国人の参画を促す良いきっかけづ

くりとなった。 

○名簿を有効に活用していくための提言 

①名簿作成の精度を高める。 

作成する際に、対象者にその内容を詳しく説明

して、作成すること。支援を希望するかしないか

の有無や、転出、死亡など情報を精査する。 

②区の関係機関との連携をとる。 

特に、障害者世帯に関しては、区の地域福祉課

や福祉施設と連携をとり、町会に何ができるのか、

何をしてもらいたいのかを検討をしてから作成、

依頼する。 

③以上の提言をクリアした上での精度の高い名簿

を元に、自治会・町会の力を必要としている援護

者を支援していく体制をつくる。 

 

 

 

 


